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わが国の都市部では、交通量の増大に伴って慢

性的な自動車渋滞が発生し、環境負荷や時間消費

の面で大きな社会的損失を生み出している。これ

に対し、自動車交通を円滑に進めるための道路整

備や、自動車利用の需要に働きかけることによっ

て混雑緩和を行う交通需要管理（Transportation

Demand Management：TMD）が行われてきている。

これまでにも国外ではフランスのパリ郊外にあ

るサンカンタン市、ドイツのブレーメン、さらに

アメリカ11州でも、市民が電気自動車や低公害車

を用いた車両を共有（カーシェアリング）し、地

域での渋滞解消や環境負荷の軽減といった一定の

効果を上げている。

図 表－１：パークアンドライドの メリット

効果の 分類 具体的 効果

交通関係へ の

効果

l 都市部に流入す る車両が削減できる

l 交通量の 減少で混雑が緩和できる

l 公共交通の 駅までの アクセ スが確保できる

利用者・利用者

家族な ど へ の

効果

l 通勤用車両を保有す る コストが削減できる

l 混雑道路を運転す る心理的負担が軽減で

きる

l キ スアンドライドに 伴う送迎負担が軽減で

きる

環境効果 l 総走行距離（台キロ）の 減少で環境負荷が

軽減できる

経済効果 l 駅周辺に あ る駐車場の 収入増加が期待で

きる

l 乗換え対象となる公共交通機関の 利用収

入増が期待できる

（注）「キ スアンドライド」とは 、自宅か ら最寄り駅まで、家族等に

車で送迎 して もらう形態を表す言葉である。

わが国でも平成11年度より、各地で電気自動車

を利用した社会実験が実施されはじめている。そ

のひとつが神奈川県海老名市でスタートする「エ

コ・パークアンドライド」である。これは、朝夕

の通勤に利用する自動車と、日中の業務に使う自

動車を、市民と地元自治体・企業が共有化するこ

とで、駅周辺の駐車場の有効利用、自動車の維持

管理費の低減化、さらに電気自動車を用いること

で排気ガスを回避し環境負荷を軽減するといった

試みである（図表－１）。

社会実験の具体的な方法は、２人乗りの小型電

気自動車i（図表-２）を15台用意、それを無料で

貸出し、市民から募集した通勤モニター10名、業

務モニターである海老名市の職員約100名が共有

利用を行う。

図 表-２ エコ・パーク ＆ ライドに

          用い られ る 電気自動車
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平日の朝、通勤モニターは自宅から駅まで電気

自動車に乗車し、駅近くの専用駐車場に車を駐車、

日中は業務モニターが市の業務に使用するが、夜

間は再度、通勤モニターが、自宅に乗って帰り家

庭内の電源で充電を行う。休日は持ち帰った車を

プライベートに利用することが可能である（図表

－２）。盗難防止や緊急時の即時対応のため各車

両にPHSを積載し、車両の位置が把握できるよう

にするとともに、入出庫、ドアロック、充電に関

してはICカードを用いた管理を行う。

海老名市のような大都市周辺地域においては、

住宅地が駅から離れた場所に点在している場合が

多く、バス便も駅の周辺部に集中している。その

ため東京や横浜の都心部に通勤する人は、自宅か

ら最寄り駅までを家族の送迎に頼っていることも

多く、通勤時間帯の交通集中を招いていた。

また、市周辺には工場団地や企業研究所、大学

などの施設が駅から離れた地域に多く点在し、最

寄り駅と施設間のバス便が運行されてはいるが、

1人乗り自動車での施設への通勤・通学が地域交

通に与える影響も大きかった。このような個人の

自動車利用を公共交通機関に転換していくべきで

あるが、人口密度や周辺施設の利用者数が限定さ

れるため採算面から、バス運行のみで代替するこ

とは困難であった。

今回のパークアンドライドは、自宅から最寄り

駅までの発地（アクセス）側での取組みであるが、

今後、就業地、通学地の最寄り駅から、就学・通

勤先までの着地（イグレス）側にも駐車場を確保

することにより、1人乗り自動車での長距離通勤、

通学等など交通量総和は減少すると考えられる。

海老名市では２年間にわたる社会実験を経て結

果をとりまとめ、運用課題、地域への導入可能性、

実需要の把握を行う予定である。

こうしたパークアンドライドの社会実験（平成

11年度）は海老名市のほか、東京都世田谷区、神

奈川県鎌倉市、愛知県豊田市、大阪府、島根県松

江市でも行われている。日常的な通勤・通学や業

務利用だけではなく、鎌倉市のように休日に急増

する観光客のマイカーからの利用転換を目的とし

たものもある。今後、パークアンドライドは、と

りわけ公共交通サービスが不足している地域で、

日中の高齢者の買物・通院といった個別輸送サー

ビスや、小型車両で小廻りが利くため高齢者宅へ

の巡回型ホームヘルプサービス等の利用も期待で

きる。
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i 最高速度100km/h、１回の充電による走行距離
115km、専用充電機での充電時間は４時間。15台
のうち５台はバックアップ車両として業務利用を
中心に使用。
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